
JP 6370661 B2 2018.8.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の開口部の近傍に設けられたシャッター収納部の内部に巻装状態で収容されるシャ
ッターカーテンであり、前記シャッター収納部から巻き出されて前記開口部を閉鎖するた
めのシャッターカーテンに対して、前記開口部から前記シャッター収納部に向かう方向に
向けて外力が加えられた場合に、当該シャッターカーテンが前記シャッター収納部の内部
で屈曲することを抑制することにより、当該屈曲に伴って前記開口部が開放されることを
防止するための開放防止構造であって、
　前記シャッター収納部と、
　前記シャッター収納部の内部の巻き取り軸によって巻き取り又は巻き出しされる前記シ
ャッターカーテンと、
　前記シャッターカーテンにおける前記巻き取り軸に沿った方向の両端部の各々を案内す
るために、前記開口部に設けられたガイドレールと、
　前記シャッターカーテンの屈曲を抑制するための屈曲抑制手段とを備え、
　前記シャッター収納部における前記巻き取り軸に沿った方向の両側部の少なくとも一方
の側部には、当該側部から前記建物の外面に沿うように張り出された対向側部が形成され
ており、
　前記屈曲抑制手段は、前記シャッター収納部の前記対向側部の内面に設けられており、
　前記屈曲抑制手段は、
　前記外力が加えられることによって前記シャッターカーテンが所定量以上屈曲した場合
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に、前記シャッターカーテンと当接する当接部と、
　前記当接部を支持するための支持部とを備え、
　前記シャッター収納部は、当該シャッター収納部を前記建物に対して取り付けるための
取付具を備え、
　前記シャッター収納部の前記対向側部には、前記取付具を挿通させる第１取付孔を形成
し、
　前記屈曲抑制手段の前記支持部には、前記屈曲抑制手段を前記取付具を介して前記対向
側部に対して取り付けるために、前記取付具を挿通させる第２取付孔を、当該支持部を前
記対向側部の内面に当接配置した状態において当該対向側部の前記第１取付孔に対応する
位置に形成し、
　前記支持部の前記巻き取り軸に沿った方向の両側部の少なくとも一方の側部に前記当接
部が設けられており、前記支持部の前記巻き取り軸に沿った方向の両側部の他方の側部を
前記対向側部の前記内面に当接させることにより、前記当接部が前記ガイドレールよりも
前記シャッターカーテンの中央側に配置される、
　シャッターカーテンの開放防止構造。
【請求項２】
　前記シャッター収納部の前記対向側部は、第１対向側部と、前記第１対向側部と異なる
位置に配置された第２対向側部と、を備え、
　前記第１対向側部及び前記第２対向側部の各々には、前記第１取付孔を形成し、
　前記屈曲抑制手段の前記支持部には、一対の前記当接部と一対の前記第２取付孔とを形
成し、
　前記一対の第２取付孔のうちの一方の第２取付孔と前記第１対向側部の前記第１取付孔
とに前記取付具を挿通させた状態で、前記屈曲抑制手段を前記第１対向側部に固定した場
合には、前記一対の前記当接部のうちの他方の当接部を前記シャッターカーテンに当接可
能とし、
　前記一対の第２取付孔のうちの他方の第２取付孔と前記第２対向側部の前記第１取付孔
とに前記取付具を挿通させた状態で、前記屈曲抑制手段を前記第２対向側部に固定した場
合には、前記一対の前記当接部のうちの一方の当接部を前記シャッターカーテンに当接可
能とした、
　請求項１に記載のシャッターカーテンの開放防止構造。
【請求項３】
　前記屈曲抑制手段の前記当接部の側面のうち、前記シャッターカーテンに対向する側面
の全体を、前記シャッター収納部の内部に巻装状態で収容されたシャッターカーテンのう
ち、当該当接部に近接する部分の外縁接線に略沿った傾斜面として形成した、
　請求項１又は２に記載のシャッターカーテンの開放防止構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シャッターカーテンの開放防止構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、各種の建築物に設けられた開口部を全閉状態とすることで、人が建物の内部に侵
入することを防止する電動式の軽量シャッターが普及している。例えば、このような従来
の軽量シャッターは、開口部の上方に設けられたシャッター収納部であって、シャッター
カーテンを収容するシャッター収納部と、このシャッター収納部の内部に収容されてシャ
ッターカーテンの巻き取りや巻き出しを行う巻取ホイールと、シャッター収納部の内部に
収容されて巻取ホイールを回転駆動する開閉機とを備えて構成されていた（例えば特許文
献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開平７－２０８０４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来の軽量シャッターにおいては、シャッターカーテンによって開
口部を全閉した状態で、シャッターカーテンに対して開口部からシャッター収納部に向か
う方向に向けて外力が加えられた場合には、当該シャッターカーテンの上方部分がシャッ
ター収納部の内部で屈曲し、当該屈曲することに伴って当該シャッターカーテンが持ち上
がってしまう。このようにシャッターカーテンが持ち上がった場合には、シャッターカー
テンの下端部と床面との間に隙間が生じることにより、開口部の一部が開放されることに
なってしまい、この開放部分を介して建物の内部への人の侵入を許容してしまう可能性が
あった。
【０００５】
　ここで、本願発明者は、このような問題を解決するためには、外力が加えられることに
よってシャッターカーテンが所定量以上屈曲した場合に、シャッターカーテンのそれ以上
の屈曲を機械的に防止するような屈曲抑制手段を、シャッター収納部に設けることを想到
した。しかしながら、このような屈曲抑制手段を用いてシャッターカーテンの屈曲を効果
的に防止するためには、この屈曲抑制手段を所定位置に正確に取り付ける必要があるため
、シャッターの設置作業上の負担が増大するという新たな問題が生じる。特に、屈曲抑制
手段をシャッター収納部に取り付けるための構造を、シャッター収納部を建物に取り付け
る構造から完全に切り離した場合には、シャッター収納部に関連する取り付け作業が全体
として複雑化し、シャッターの設置作業上の負担が一層増大するという新たな問題が生じ
る。
【０００６】
　本発明は、上記従来技術における課題を解決するためのものであって、開口部の一部が
開放されることを防止することによってシャッターの防犯性能を向上させることが可能に
なると共に、このような屈曲抑制手段の設置作業性を向上させることが可能になる、シャ
ッターカーテンの開放防止構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１に記載のシャッターカーテン
の開放防止構造は、建物の開口部の近傍に設けられたシャッター収納部の内部に巻装状態
で収容されるシャッターカーテンであり、前記シャッター収納部から巻き出されて前記開
口部を閉鎖するためのシャッターカーテンに対して、前記開口部から前記シャッター収納
部に向かう方向に向けて外力が加えられた場合に、当該シャッターカーテンが前記シャッ
ター収納部の内部で屈曲することを抑制することにより、当該屈曲に伴って前記開口部が
開放されることを防止するための開放防止構造であって、前記シャッター収納部と、前記
シャッター収納部の内部の巻き取り軸によって巻き取り又は巻き出しされる前記シャッタ
ーカーテンと、前記シャッターカーテンにおける前記巻き取り軸に沿った方向の両端部の
各々を案内するために、前記開口部に設けられたガイドレールと、前記シャッターカーテ
ンの屈曲を抑制するための屈曲抑制手段とを備え、前記シャッター収納部における前記巻
き取り軸に沿った方向の両側部の少なくとも一方の側部には、当該側部から前記建物の外
面に沿うように張り出された対向側部が形成されており、前記屈曲抑制手段は、前記シャ
ッター収納部の前記対向側部の内面に設けられており、前記屈曲抑制手段は、前記外力が
加えられることによって前記シャッターカーテンが所定量以上屈曲した場合に、前記シャ
ッターカーテンと当接する当接部と、前記当接部を支持するための支持部とを備え、前記
シャッター収納部は、当該シャッター収納部を前記建物に対して取り付けるための取付具
を備え、前記シャッター収納部の前記対向側部には、前記取付具を挿通させる第１取付孔
を形成し、前記屈曲抑制手段の前記支持部には、前記屈曲抑制手段を前記取付具を介して
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前記対向側部に対して取り付けるために、前記取付具を挿通させる第２取付孔を、当該支
持部を前記対向側部の内面に当接配置した状態において当該対向側部の前記第１取付孔に
対応する位置に形成し、前記支持部の前記巻き取り軸に沿った方向の両側部の少なくとも
一方の側部に前記当接部が設けられており、前記支持部の前記巻き取り軸に沿った方向の
両側部の他方の側部を前記対向側部の前記内面に当接させることにより、前記当接部が前
記ガイドレールよりも前記シャッターカーテンの中央側に配置される。
【０００８】
　また、請求項２に記載のシャッターカーテンの開放防止構造は、請求項１に記載のシャ
ッターカーテンの開放防止構造において、前記シャッター収納部の前記対向側部は、第１
対向側部と、前記第１対向側部と異なる位置に配置された第２対向側部と、を備え、前記
第１対向側部及び前記第２対向側部の各々には、前記第１取付孔を形成し、前記屈曲抑制
手段の前記支持部には、一対の前記当接部と一対の前記第２取付孔とを形成し、前記一対
の第２取付孔のうちの一方の第２取付孔と前記第１対向側部の前記第１取付孔とに前記取
付具を挿通させた状態で、前記屈曲抑制手段を前記第１対向側部に固定した場合には、前
記一対の前記当接部のうちの他方の当接部を前記シャッターカーテンに当接可能とし、前
記一対の第２取付孔のうちの他方の第２取付孔と前記第２対向側部の前記第１取付孔とに
前記取付具を挿通させた状態で、前記屈曲抑制手段を前記第２対向側部に固定した場合に
は、前記一対の前記当接部のうちの一方の当接部を前記シャッターカーテンに当接可能と
している。
【００１１】
　また、請求項３に記載のシャッターカーテンの開放防止構造は、請求項１又は２に記載
のシャッターカーテンの開放防止構造において、前記屈曲抑制手段の前記当接部の側面の
うち、前記シャッターカーテンに対向する側面の全体を、前記シャッター収納部の内部に
巻装状態で収容されたシャッターカーテンのうち、当該当接部に近接する部分の外縁接線
に略沿った傾斜面として形成している。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１に記載のシャッターカーテンの開放防止構造によれば、屈曲抑制手段は、外力
が加えられることによってシャッターカーテンが所定量以上屈曲した場合に、シャッター
カーテンと当接する当接部と、当接部を支持するための支持部とを備えているので、シャ
ッターカーテンによって開口部を全閉した状態とした際に、シャッターカーテンに対して
開口部からシャッター収納部に向かう方向に向けて外力が加えられても、当接部によって
、シャッターカーテンが所定量以上屈曲することを抑制できることから、このシャッター
カーテンの屈曲に伴って開口部が開放されることを防止することができる。よって、従来
技術に比べて、建物の内部に人が侵入する可能性を一層低減することができるため、シャ
ッターの防犯性能を向上させることが可能となる。また、シャッター収納部の対向側部に
は、当該対向側部を建物に対して取り付けるための取付具を挿通させる第１取付孔を形成
し、屈曲抑制手段の支持部には、当該屈曲抑制手段を取付具を介して対向側部に対して取
り付けるために、取付具を挿通させる第２取付孔を、当該支持部を対向側部の内面に当接
配置した状態において当該対向側部の第１取付孔に対応する位置に形成しているので、屈
曲抑制手段が対向側部に取り付けられる場合に、支持部に形成された第２取付孔によって
屈曲抑制手段の位置決めを容易に行うことができると共に、シャッター収納部と屈曲抑制
手段の取付を共通の作業で同時に行うことができるので、屈曲抑制手段の設置作業性を向
上させることが可能になる。
　また、屈曲抑制手段の当接部を、ガイドレールよりもシャッターカーテンの中央側に配
置したので、シャッターカーテンが何らかの原因により揺動や片寄り等した場合であって
もこのシャッターカーテンに対して当接部を確実に当接させることができるため、シャッ
ターカーテンの屈曲を一層確実に抑制することが可能となる。
【００１３】
　請求項２に記載のシャッターカーテンの開放防止構造によれば、一対の第２取付孔のう
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ちの一方の第２取付孔と第１対向側部の第１取付孔とに取付具を挿通させた状態で、屈曲
抑制手段を第１対向側部に固定した場合には、一対の当接部のうちの他方の当接部をシャ
ッターカーテンに当接可能とし、一対の第２取付孔のうちの他方の第２取付孔と第２対向
側部の第１取付孔とに取付具を挿通させた状態で、屈曲抑制手段を第２対向側部に固定し
た場合には、一対の当接部のうちの一方の当接部をシャッターカーテンに当接可能とした
ので、第１対向側部又は第２対向側部に形成された第１取付孔を介して屈曲抑制手段を当
該第１対向側部又は当該第２対向側部に固定でき、且つ、屈曲抑制手段によってシャッタ
ーカーテンの屈曲を抑制できるため、屈曲抑制手段の汎用性を高めることが可能となる。
【００１６】
　請求項３に記載のシャッターカーテンの開放防止構造によれば、屈曲抑制手段の当接部
の側面のうち、シャッターカーテンに対向する側面の全体を、シャッター収納部の内部に
巻装状態で収容されたシャッターカーテンのうち、当該当接部に近接する部分の外縁接線
に略沿った傾斜面として形成したので、当接部がシャッターカーテンと当接することを確
実に回避できるため、シャッターカーテンの動作の安定性を維持することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施の形態に係るシャッターを示す図であり、（ａ）は正面図、（ｂ）
は平面図、（ｃ）は側面図である。
【図２】図１（ａ）のシャッターのＡ－Ａ矢視断面図である。
【図３】図１のシャッターの所定領域の拡大図であり、（ａ）は図１（ａ）のＢ領域の要
部拡大図、（ｂ）は図１（ａ）のＣ領域の要部拡大図、（ｃ）は図１（ｂ）のＤ領域の拡
大図である。
【図４】屈曲抑制部を示す図であり、（ａ）は正面図、（ｂ）は側面図である。
【図５】図２に対応する断面図であって、シャッターカーテンが屈曲している状態を示す
断面図である。
【図６】屈曲抑制部の変形例を示す図であり、（ａ）は正面図、（ｂ）は側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に添付図面を参照して、この発明に係るシャッターカーテンの開放防止構造の実施
の形態を詳細に説明する。まず、〔I〕実施の形態の基本的概念について説明した後、〔I
I〕実施の形態の具体的内容について説明し、最後に、〔III〕実施の形態に対する変形例
について説明する。ただし、実施の形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１９】
〔I〕実施の形態の基本的概念
　まず、実施の形態の基本的概念について説明する。実施の形態は、概略的に、建物の開
口部の近傍に設けられたシャッター収納部の内部に巻装状態で収容されるシャッターカー
テンに対して、開口部からシャッター収納部に向かう方向に向けて外力が加えられた場合
に、当該シャッターカーテンがシャッター収納部の内部で屈曲することを抑制することに
より、当該屈曲に伴って開口部が開放されることを防止する、シャッターカーテンの開放
防止構造に関するものである。
【００２０】
　ここで、「建物」とは、その具体的な構造や種類は任意であるが、例えば、戸建て住宅
、アパートやマンションの如き集合住宅、オフィスビル、商業施設、及び公共施設等を含
む概念である。また、「建物の開口部」とは、建物の躯体の一部分（例えば、壁、天井、
又は床等）において窓や入り口を設置するために形成された開口部である。また、「シャ
ッター」とは、防犯や防災のために、建物の開口部に取り付けられる巻上げ戸であり、例
えば、軽量シャッター、窓シャッター、パイプシャッター等を含む概念である。また、シ
ャッターの開閉構造は任意であり、例えば「上下開閉式のシャッター」や「左右開閉式の
シャッター」として構成することができる。「巻装状態」とは、シャッターカーテンを巻
き取ることを意味する。「外力」とは、シャッターカーテンに対して外部から作用する力



(6) JP 6370661 B2 2018.8.8

10

20

30

40

50

であり、例えば、人為的に加えられる力のみならず、風等の自然により加えられる力を含
む概念である。「屈曲」とは、シャッターカーテンがくの字状又は湾曲状に折れ曲がるこ
とを意味する。「開放」とは、開口部が開け放された状態を意味する。以下、実施の形態
では、シャッターが、戸建て住宅の如き建物のガレージの入出口に配置された上下開閉式
の軽量電動シャッターである場合について説明する。
【００２１】
〔II〕実施の形態の具体的内容
　次に、実施の形態の具体的内容について説明する。
【００２２】
（構成）
　初めに、実施の形態に係るシャッターカーテンの開放防止構造が適用されるシャッター
の構成について説明する。図１は、本発明の実施の形態に係るシャッター１を示す図であ
り、（ａ）は正面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は側面図である。なお、図１（ａ）におい
ては、後述するシャッター収納部１０を一部破断して示し、図１（ｃ）においては、後述
するシャッター収納部１０の一部を省略して示す。図２は、図１（ａ）のシャッター１の
Ａ－Ａ矢視断面図である。なお、以下の説明では、図１のＸ方向をシャッター１の左右方
向（－Ｘ方向をシャッター１の左方向、＋Ｘ方向をシャッター１の右方向）、図１のＹ方
向をシャッター１の前後方向（＋Ｙ方向をシャッター１の前方向（建物の外側の方向）、
－Ｙ方向をシャッター１の後方向（建物の内側の方向））、図１のＺ方向をシャッター１
の上下方向（＋Ｚ方向をシャッター１の上方向、－Ｚ方向をシャッター１の下方向）と称
する。
【００２３】
　図１において、２つのシャッター１が左右方向に沿って連装されている。各シャッター
１は、概略的に、シャッター収納部１０、ガイドレール１５、シャッターカーテン２０、
及び開閉機３０を備えて構成されている。ただし、これら各シャッター１に関する特記し
ない構成については、従来と同様であるものとして説明を省略する。
【００２４】
（構成－シャッター収納部）
　シャッター収納部１０は、シャッター１の各部を収納するための中空体であり、建物に
おける開口部２の上端近傍位置に取り付けられている。このシャッター収納部１０の内部
には、開閉機３０と、巻き取り軸４０と、後述するガイドレール１５のガイド部１６とが
収容されている。また、巻き取り軸４０にてシャッターカーテン２０が巻装されている状
態では、シャッターカーテン２０も、シャッター収納部１０の内部に収容される（なお、
図２では、開口部２を全開した状態において、巻き取り軸４０にて巻装されたシャッター
カーテン２０の外縁を２点鎖線で示す）。このシャッター収納部１０は、例えば、折り曲
げ成形された複数のスチール製の板状体を、取付ネジ等の取付具によって相互に接続して
形成することができる。このシャッター収納部１０の下側部には、前後一対のまぐさ１４
が固定されている。これら一対のまぐさ１４の相互間には、開口部２の左右方向全長にわ
たるまぐさ開口が形成されており、このまぐさ開口を介してシャッターカーテン２０の出
し入れが行われる。
【００２５】
　このように構成されたシャッター収納部１０は、建物に対して取付具（例えば、ビスや
アンカーボルト等）を用いて固定されている。具体的には、図１（ａ）、図３（ａ）に示
すように、シャッター収納部１０の側部のうち、左右の各側部には、これら各側部から建
物と対向するように（建物の外面に沿うように）張り出された側部１１（以下、「対向側
部１１」と称する）が形成されており、この対向側部１１を介してシャッター収納部１０
が建物に対して固定されている。
【００２６】
　より具体的には、図１に示す連装された２つのシャッター１のうち、右側のシャッター
１におけるシャッター収納部１０には、その左側の側部から張り出された略矩形板状の対
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向側部１１ａ（以下、「第１対向側部１１ａ」と称する）と、この第１対向側部１１ａと
は異なる位置に設けられた対向側部１１ｂであって、その右側の側部から張り出された略
矩形板状の対向側部１１ｂ（以下、「第２対向側部１１ｂ」と称する）との合計２つの対
向側部１１が設けられている。そして、これら第１対向側部１１ａと第２対向側部１１ｂ
との各々には、第１取付孔１２が形成されている。この第１取付孔１２は、第１対向側部
１１ａや第２対向側部１１ｂを建物に対して取り付けるための取付具（例えば、ビスやア
ンカーボルト等）を挿通させるための貫通孔である。そして、右側のシャッター１におけ
るシャッター収納部１０は、これら第１対向側部１１ａと第２対向側部１１ｂとの各々に
おいて、第１取付孔１２に挿通させた取付具を介して建物に固定されている。なお、これ
ら第１対向側部１１ａ及び第２対向側部１１ｂや第１取付孔１２の具体的な形状や配置は
任意であるが、実施の形態においては、シャッター収納部１０の左右方向の中心軸に対し
て相互に左右対称となる形状及び配置となっている。
【００２７】
　一方、図１に示す左側のシャッター１におけるシャッター収納部１０には、その左側の
側部から張り出された略矩形板状の対向側部１１（すなわち「第１対向側部１１ａ」）が
設けられていると共に、右側のシャッター１におけるシャッター収納部１０の左側の側部
から張り出された第１対向側部１１ａが、当該左側のシャッター１におけるシャッター収
納部１０の第２対向側部１１ｂとして用いられている（すなわち、右側のシャッター１に
おけるシャッター収納部１０の第１対向側部１１ａによって、左側のシャッター１におけ
るシャッター収納部１０の第２対向側部１１ｂが兼用されている）。この第１対向側部１
１ａには、第１取付孔１２が形成されている。そして、左側のシャッター１におけるシャ
ッター収納部１０は、この第１対向側部１１ａにおいて、第１取付孔１２に挿通させた取
付具を介して建物に固定されていると共に、右側の側部の近傍においては、後述する屈曲
抑制部５０を介して建物に対して固定されている。
【００２８】
　これら第１対向側部１１ａ及び第２対向側部１１ｂは、任意の方法や材質で製造するこ
とができる。例えば、シャッター収納部１０の側部のうち、左の側部の一部を折り曲げ成
形することにより、この左の側部と一体に第１対向側部１１ａを形成することができる。
また同様に、シャッター収納部１０の側部のうち、右の側部の一部を折り曲げ成形するこ
とにより、この右の側部と一体に第２対向側部１１ｂを形成することができる。なお、第
１取付孔１２及び補助取付孔１３は、この折り曲げ成形の前後のいずれかの時点で、打ち
抜き形成される。
【００２９】
　なお、シャッター収納部１０の建物に対する取り付けの安定性を高めるために、実施の
形態においては、第１対向側部１１ａ及び第２対向側部１１ｂの各々に、補助取付孔１３
がさらに設けられている。補助取付孔１３は、上記取付具を挿通させるための貫通孔であ
って、第１対向側部１１ａ及び第２対向側部１１ｂの各々における第１取付孔１２とは異
なる位置（具体的には、後述する屈曲抑制部５０の支持部６０と対向しない位置）に配置
されている。そして、上記第１取付孔１２を介した取り付けを行うことに代えて、あるい
は、上記第１取付孔１２を介した取り付けを行うことに加えて、補助取付孔１３に挿通さ
せた取付具を建物の壁面に締結や打設等することで、第１対向側部１１ａと第２対向側部
１１ｂとを建物に固定することが可能になっている。
【００３０】
（構成－ガイドレール）
　ガイドレール１５は、水平断面による断面形状が略コ字状となるように形成された長尺
体であり、シャッター１の左右の各端部において、上下方向に略沿う方向で配置されてい
る。このガイドレール１５の上端部には、シャッター収納部１０に収納されたシャッター
カーテン２０を巻き取り方向又は巻き出し方向に向けて案内するための一対のガイド部１
６が設けられている。これら一対のガイド部１６は、下方から上方に向かうにしたがって
、ガイドレール１５から外側に向けて張り出すような湾曲形状にて形成された板状体であ
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り、シャッターカーテン２０の前後に配置され、第１対向側部１１ａ及び第２対向側部１
１ｂに対して固定具等によって固定されている。このように構成された各ガイドレール１
５のうち、建物の壁面に隣接しているガイドレール１５（具体的には、図１における右側
のシャッター１の右側のガイドレール１５及び左側のシャッター１の左側のガイドレール
１５）は、建物の外面に公知の方法で固定されており、建物の壁面に隣接してないガイド
レール１５（具体的には、図１における右側のシャッター１の左側のガイドレール１５及
び左側のシャッター１の右側のガイドレール１５）は、その上下端部においてシャッター
収納部１０及び建物の床面に公知の方法で固定されている。
【００３１】
（構成－シャッターカーテン）
　シャッターカーテン２０は、巻き取り軸４０によって巻き取り又は巻き出しされること
で、開口部２を全開した状態、開口部２を全閉した状態、あるいはこれらの２状態の間の
状態とする遮蔽手段である。このシャッターカーテン２０は、複数のスラット２１を備え
て構成されている。各スラット２１は、開口部２を閉鎖することが可能となるように、左
右のガイドレール１５の相互間隔より少し広い幅に形成されており、その上下の両端部に
は嵌合部２２が設けられている。この嵌合部２２は、複数のスラット２１を相互に嵌合接
続するために各スラット２１の上下の両端部に設けられたもので、当該両端部を屈曲させ
ることによって形成されている。複数のスラット２１のうち、最上部のスラット２１は、
その上端部において吊り元２４を介して巻き取り軸４０に固定されており、このことによ
ってシャッターカーテン２０が巻き取り軸４０に対して固定されている。
【００３２】
　また、このシャッターカーテン２０の最下部には、座板２３が設けられている。この座
板２３は、シャッターカーテン２０によって開口部２を全閉した状態において床面と近接
又は接触するように配置されたものであり、各スラット２１と同様に、左右のガイドレー
ル１５の相互間隔より少し広い幅に形成されている。この座板２３の上端部には嵌合部２
２が設けられており、この嵌合部２２をシャッターカーテン２０の最下方のスラット２１
における下端部の嵌合部２２に嵌合させることで、座板２３がシャッターカーテン２０に
取付けられている。
【００３３】
　このように構成されたシャッターカーテン２０の左右方向の両端部は、ガイドレール１
５の溝部に挿入されており、このことによって、上下方向においてはガイドレール１５の
溝部をスライド移動可能であり、かつ、前後方向においてはガイドレール１５の外部に脱
落しないように規制されている。
【００３４】
（構成－開閉機）
　開閉機３０は、巻き取り軸４０を回転駆動することによって電動でシャッターカーテン
２０を昇降させる昇降手段であり、操作スイッチ（図示せず）を介して操作される。
【００３５】
（構成－シャッターカーテンの開放防止構造）
　次に、シャッターカーテン２０の開放防止構造について、より詳細に説明する。図３は
、図１のシャッター１の所定領域の拡大図であり、（ａ）は図１（ａ）のＢ領域の要部拡
大図、（ｂ）は図１（ａ）のＣ領域の要部拡大図、（ｃ）は図１（ｂ）のＤ領域の拡大図
である。図１（ａ）に示すシャッター１においては、シャッターカーテン２０によって開
口部２を全閉した状態とした際に、当該シャッターカーテン２０に対してシャッター収納
部１０に向かう方向（すなわち実施の形態においては上方）に向けて外力（以下、単に「
外力」と称する）が加えられた場合、巻き取り軸４０は回転不能に制動されていることか
ら、当該シャッターカーテン２０のみがシャッター収納部１０の内部で屈曲し、当該屈曲
に伴って当該シャッターカーテン２０が持ち上がってしまう。このようにシャッターカー
テン２０が持ち上がった場合には、シャッターカーテン２０の下端部と床面との間に隙間
が生じることにより、開口部２の一部が開放されることになってしまい、この開放部分を
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介して建物の内部への人の侵入を許容してしまう可能性があった。特に、図２に示すよう
に、ガイドレール１５が巻き取り軸４０よりも後方に配置されていることにより、シャッ
ターカーテン２０のうち、シャッター収納部１０に収納されている部分は、斜め上前方に
傾斜した状態で巻き取り軸４０に至る状態になっているため、外力が加わった場合には斜
め上後方に向けて屈曲しやすくなる。
【００３６】
（構成－シャッターカーテンの開放防止構造－屈曲抑制部）
　そこで、このような問題を解消するために、実施の形態においては、屈曲抑制部５０が
設けられている。図４は、屈曲抑制部５０を示す図であり、（ａ）は正面図、（ｂ）は側
面図である。この屈曲抑制部５０は、シャッターカーテン２０の屈曲を抑制するための屈
曲抑制手段であり、支持部６０と、当接部７０ａ、７０ｂとを備えている。
【００３７】
（構成－シャッターカーテンの開放防止構造－屈曲抑制部－支持部）
　支持部６０は、当接部７０ａ、７０ｂを支持するものである。この支持部６０は、略矩
形状の板状体にて形成されており、当該支持部６０の後面が対向側部１１の内面に対して
当接するように配置されている。ここで、「内面」とは、対向側部１１の側面のうち、シ
ャッター収納部１０の内側に位置する側面を意味し、実施の形態においては、対向側部１
１の前面を「内面」として説明する。また、この支持部６０には、第２取付孔６１ａ、６
１ｂと、配線孔６２とが形成されている。このうち、第２取付孔６１ａ、６１ｂは、屈曲
抑制部５０を取付具を介して第１対向側部１１ａ又は第２対向側部１１ｂに対して取り付
けるために、当該取付具を挿通させるための貫通孔である。一方の第２取付孔６１ａは、
支持部６０を第１対向側部１１ａの内面に当接配置した状態において当該第１対向側部１
１ａの第１取付孔１２に対応する位置に配置されていると共に、他方の第２取付孔６１ｂ
は、支持部６０を第２対向側部１１ｂの内面に当接配置した状態において当該第２対向側
部１１ｂの第１取付孔１２に対応する位置に配置されている。従って、第２取付孔６１ａ
、６１ｂと第１取付孔１２に順次挿通させた固定具を建物の壁面に締結や打設等すること
によって、第１対向側部１１ａと第２対向側部１１ｂとを建物に固定することができると
同時に、屈曲抑制部５０をシャッター収納部１０及び建物に固定することができ、これら
の取付を共通の作業で同時に行うことができるので、屈曲抑制部５０の設置作業性を向上
させることが可能になる。また、配線孔６２は、開閉機３０から延びている配線３をシャ
ッター収納部１０の内部から外部に挿通させるための貫通孔であり、第２取付孔６１ａ、
６１ｂとは異なる位置に配置されている。
【００３８】
　ここで、第２取付孔６１ａ、６１ｂは、屈曲抑制部５０の汎用性を高めるために、相互
に形状が異なる複数のシャッター収納部１０（例えば、左右方向の長さ、前後方向の長さ
、上下方向の長さの少なくともいずれか一方が異なる複数のシャッター収納部１０等）に
対して、共通の屈曲抑制部５０を使用することが可能となるように形成されている。具体
的には、相互に形状が異なる複数のシャッター収納部１０のいずれに対しても、第１対向
側部１１ａの内面に支持部６０を当接配置した状態において当該第１対向側部１１ａの第
１取付孔１２に対応する位置に配置されるように、第２取付孔６１ａが形成されていると
共に、第２対向側部１１ｂの内面に支持部６０を当接配置した状態において当該第２対向
側部１１ｂの第１取付孔１２に対応する位置に配置されるように、第２取付孔６１ｂが形
成されている。また、このように相互に形状が異なる複数のシャッター収納部１０のいず
れに対して屈曲抑制部５０が取り付けられた場合であっても、各シャッター収納部１０に
おけるシャッターカーテン２０と当接部７０ａ、７０ｂとの相互間の位置関係が略同一と
なるように、これら第２取付孔６１ａ、６１ｂが形成されている。例えば、相互に形状が
異なる複数のシャッター収納部１０であっても、第１対向側部１１ａ及び当該第２対向側
部１１ｂのうち特定の基準位置（例えば、第１対向側部１１ａ及び第２対向側部１１ｂの
各々の下端部の位置）から共通の所定距離だけ離れた位置に第１取付孔１２が形成されて
いる場合には、この基準位置を基準として第２取付孔６１ａ、６１ｂの位置を決定してお
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くことにより、このような汎用構造を構築することができる。
【００３９】
　ただし、相互に形状が異なる複数のシャッター収納部１０の中には、上記のように特定
の基準位置から共通の所定距離だけ離れた位置に第１取付孔１２が形成されていないもの
もあり、このようなシャッター収納部１０に対しては、第１対向側部１１ａや第２対向側
部１１ｂの第１取付孔１２に対応する位置に第２取付孔６１ａ、６１ｂを配置することが
できない可能性がある。そこで、実施の形態においては、図４（ａ）に示すように、支持
部６０における第２取付孔６１ａ、６１ｂの形成位置とは異なる位置であって、上記特定
のシャッター収納部１０の第１対向側部１１ａ及び第２対向側部１１ｂの各々に形成され
た第１取付孔１２に対応する位置に、複数の補助取付孔６３ａ、６３ｂが支持部６０の左
右方向の中心軸に対して相互に左右対称に形成されている。従って、これら複数の補助取
付孔６３ａ、６３ｂの各々に挿通させた取付具を建物の壁面に締結や打設等することによ
って、屈曲抑制部５０を建物に固定することができる。
【００４０】
（構成－シャッターカーテンの開放防止構造－屈曲抑制部－当接部）
　当接部７０ａ、７０ｂは、シャッターカーテン２０に対して上方に向けて外力が加えら
れることによって、当該シャッターカーテン２０が所定量以上屈曲した場合に、シャッタ
ーカーテン２０と当接するものである。ここで、「所定量」とは、シャッターカーテン２
０によって開口部２を全閉した状態において、シャッターカーテン２０に対してシャッタ
ー収納部１０に向かう方向に向けて外力が加えられた場合に、シャッターカーテン２０が
シャッター収納部１０の内部で屈曲した状態におけるシャッターカーテン２０の屈曲量で
あって、この屈曲に伴って人が侵入することができない程度に開口部２の一部が開放され
る状態におけるシャッターカーテン２０の屈曲量を意味し、例えば、２５０ｍｍ程度等が
該当する。これら当接部７０ａ、７０ｂは、下方の水平面７２（すなわち、当接部７０ａ
、７０ｂの各々の下面）と、上方の水平面７３（すなわち、当接部７０ａ、７０ｂの各々
の上面）と、傾斜面７１とを備えており、全体として側面形状が略台形状（又は三角形状
等）の板状体として形成されている。また、これら当接部７０ａ、７０ｂは、当該当接部
７０ａ、７０ｂの各々の後面が対向側部１１の内面に対して当接するように配置されてい
ると共に、当該当接部７０ａ、７０ｂの各々における傾斜面７１をシャッターカーテン２
０と対向させるために、支持部６０の左右の端部から前方に向けて張り出すように配置さ
れている。
【００４１】
　ここで、屈曲抑制部５０の汎用性を一層高めるために、第１対向側部１１ａ又は第２対
向側部１１ｂに屈曲抑制部５０が取り付けられるように、当接部７０ａ、７０ｂが配置さ
れている。具体的には、図３（ａ）、図３（ｂ）、図４（ａ）に示すように、第２取付孔
６１ａと第１対向側部１１ａの第１取付孔１２とに取付具を挿通させた状態で、屈曲抑制
部５０を第１対向側部１１ａに固定した場合には、他方の当接部７０ａをシャッターカー
テン２０に当接可能とする。また同時に、第２取付孔６１ｂと第２対向側部１１ｂの第１
取付孔１２とに取付具を挿通させた状態で、屈曲抑制部５０を第２対向側部１１ｂに固定
した場合には、一方の当接部７０ｂをシャッターカーテン２０に当接可能とする。このよ
うな２状態での当接が可能になるように、これら当接部７０ａ、７０ｂが配置されている
。より具体的には、当接部７０ａ、７０ｂは、支持部６０の左右方向の中心軸を中心とし
て相互に左右対称に配置されている（例えば、当接部７０ａがこの中心軸よりも右側に配
置され、当接部７０ｂがこの中心軸よりも左側に配置されている）。
【００４２】
　また、屈曲抑制部５０の汎用性を一層高めるために、第１対向側部１１ａ又は第２対向
側部１１ｂに屈曲抑制部５０が取り付けられるように、第２取付孔６１ａ、６１ｂが配置
されている。具体的には、第２取付孔６１ａ、６１ｂは、支持部６０の左右方向の中心軸
を中心として相互に左右対称に配置されている（例えば、第２取付孔６１ａがこの中心軸
よりも左側に配置され、第２取付孔６１ｂがこの中心軸よりも右側に配置されている）。
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このような配置により、第１対向側部１１ａ又は第２対向側部１１ｂに形成された第１取
付孔１２を介して屈曲抑制部５０を当該第１対向側部１１ａ又は当該第２対向側部１１ｂ
に固定でき、且つ、屈曲抑制部５０によってシャッターカーテン２０の屈曲を抑制できる
ことから、屈曲抑制部５０の汎用性を一層高めることが可能となる。
【００４３】
　また、シャッターカーテン２０の屈曲を確実に抑制するために、当接部７０ａ、７０ｂ
とシャッターカーテン２０とを確実に当接させることができるように、これら当接部７０
ａ、７０ｂは配置されている。具体的には、図１（ｂ）、図３（ｃ）、図４（ａ）に示す
ように、支持部６０が第１対向側部１１ａに取り付けられた場合には、当接部７０ａが、
ガイドレール１５よりもシャッターカーテン２０の中央側に配置されていると共に、支持
部６０が第２対向側部１１ｂに取り付けられた場合には、当接部７０ｂが、ガイドレール
１５よりもシャッターカーテン２０の中央側に配置されている。より具体的には、支持部
６０の左右方向の長さが、ガイドレール１５の左右方向の長さよりも長く設定されており
、このことによって、支持部６０の一方の端部をガイドレール１５の外側端部近傍に位置
させた状態において、支持部６０の他方の端部がガイドレール１５よりもシャッターカー
テン２０の中央側に位置することになり、当該他方の端部に設けた当接部７０ａ又は当接
部７０ｂがガイドレール１５よりもシャッターカーテン２０の中央側に位置することにな
る。このような配置により、当接部７０ａ、７０ｂをシャッターカーテン２０の左右の端
部よりも当該シャッターカーテン２０の中央側に位置させることができることから、シャ
ッターカーテン２０が何らかの原因により左右方向に揺動や片寄り等した場合であっても
このシャッターカーテン２０に対して当接部７０ａ、７０ｂを確実に当接させることがで
きるため、シャッターカーテン２０の屈曲を一層確実に抑制することが可能となる。
【００４４】
　また、シャッターカーテン２０の屈曲を効果的に抑制するために、当該シャッターカー
テン２０における屈曲が起こりやすい位置に、当接部７０ａ、７０ｂが配置されている。
具体的には、図２、図４（ａ）、図４（ｂ）に示すように、巻き取り軸４０の中心位置か
らガイド部１６の上端位置までのいずれかの位置に、当接部７０ａ、７０ｂが配置されて
いる（例えば、当接部７０ａ、７０ｂが支持部６０の上下方向の略中央位置に配置されて
いる）。このような位置においては、シャッターカーテン２０における屈曲が最も起こり
やすいため、この位置に当接部７０ａ、７０ｂを配置することで、屈曲が開始してから比
較的早期のタイミングでシャッターカーテン２０を当接部７０ａ、７０ｂに当接させるこ
とができ、シャッターカーテン２０の屈曲を効果的に抑制することが可能となる。
【００４５】
　また、これら当接部７０ａ、７０ｂは、シャッターカーテン２０の動作の安定性を維持
するために、屈曲が起きていない正常状態にあるシャッターカーテン２０に対して当接し
ない位置及び形状にて形成されている。具体的には、図２、図４（ｂ）に示すように、当
接部７０ａ、７０ｂの各々の傾斜面７１が、シャッター収納部１０の内部に巻装状態で収
容されたシャッターカーテン２０のうち、当該当接部７０ａ、７０ｂに近接する部分の外
縁接線に略沿った傾斜面となるように、当接部７０ａ、７０ｂが形成されている。ここで
、「外縁接線」とは、開口部２を全開した状態において、シャッター収納部１０の内部に
巻装状態で収容されたシャッターカーテン２０の外縁（すなわち、図２に２点鎖線で示す
巻装されたシャッターカーテン２０の外縁）のうち、当接部７０ａ、７０ｂの配置位置に
最も近接する位置における外縁に対する接線を意味する。このような外縁接線に略沿った
傾斜面７１を有するように当接部７０ａ、７０ｂを形成することで、シャッター収納部１
０の内部にシャッターカーテン２０が巻装されることに伴って後方に向けて張り出した場
合でも、この張り出し部分が当接部７０ａ、７０ｂの各々の傾斜面７１と当接することを
回避でき、屈曲抑制部５０の使用性を高めることが可能となる。
【００４６】
　なお、このような屈曲抑制部５０を構成する部材は、任意の方法や材質で製造すること
ができ、例えば、スチール製の板状体における支持部６０に相当する部分に第２取付孔６
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１ａ、６１ｂと、配線孔６２、及び補助取付孔６３ａ、６３ｂとを打ち抜き形成した後、
この板状体を折り曲げ成形することにより製造することができる。あるいは、複数の部材
を相互に溶接等することで製造してもよい。
【００４７】
　以上のようなシャッターカーテン２０の開放防止構造により、シャッターカーテン２０
によって開口部２を全閉した状態（又は、開口部２が、人が侵入することができない程度
にわずかに開放されている状態）とした際に、当該シャッターカーテン２０に対して上方
に向けて外力が加えられても、当接部７０ａ、７０ｂによってシャッターカーテン２０の
屈曲を抑制できることから、当該シャッターカーテン２０の屈曲に伴って開口部２が開放
されることを防止することが可能となる。また、屈曲抑制部５０が第１対向側部１１ａ又
は第２対向側部１１ｂに取り付けられる場合に、支持部６０に形成された第２取付孔６１
ａ、６１ｂによって、屈曲抑制部５０の位置決めを容易に行うことができるため、屈曲抑
制部５０の設置性を向上させることが可能となる。
【００４８】
（構成－シャッターカーテンの開放防止構造－取付方法）
　次に、シャッターカーテン２０の開放防止構造のうち屈曲抑制部５０の取付方法につい
て説明する。
【００４９】
　最初に、図１に示す連装された２つのシャッター１のうち、右側のシャッター１のシャ
ッター収納部１０における第１対向側部１１ａと第２対向側部１１ｂとを建物に対して取
り付ける場合には、図１（ａ）、図３（ａ）、図３（ｂ）に示すように、まず、第１対向
側部１１ａ及び第２対向側部１１ｂを建物に対して当接させた状態で、これら第１対向側
部１１ａ及び第２対向側部１１ｂの各々の内面に屈曲抑制部５０の支持部６０が当接する
ように、当該屈曲抑制部５０を配置する。より具体的には、図３（ａ）に示すように、第
１対向側部１１ａに当接された屈曲抑制部５０の第２取付孔６１ａを、当該第１対向側部
１１ａの第１取付孔１２に対応する位置に配置すると共に、当該屈曲抑制部５０の当接部
７０ａがシャッターカーテン２０に当接可能となるように、当該屈曲抑制部５０を配置す
る。また、図３（ｂ）に示すように、第２対向側部１１ｂに当接された屈曲抑制部５０の
第２取付孔６１ｂを、当該第２対向側部１１ｂの第１取付孔１２に対応する位置に配置す
ると共に、当該屈曲抑制部５０の当接部７０ｂがシャッターカーテン２０に当接可能とな
るように、当該屈曲抑制部５０を配置する。次いで、第１対向側部１１ａに当接された屈
曲抑制部５０の第２取付孔６１ａと第１対向側部１１ａの第１取付孔１２とに挿通させた
取付具を建物の壁面に締結や打設等することによって、第１対向側部１１ａ及び屈曲抑制
部５０を建物に対して固定する。また、第２対向側部１１ｂに当接された屈曲抑制部５０
の第２取付孔６１ｂと第２対向側部１１ｂの第１取付孔１２とに挿通させた取付具を建物
の壁面に締結や打設等することによって、第２対向側部１１ｂ及び屈曲抑制部５０を建物
に対して固定する。続いて、第１対向側部１１ａの補助取付孔１３に挿通させた取付具を
建物の壁面に締結や打設等することによって、第１対向側部１１ａを建物に対して固定す
ると共に、第２対向側部１１ｂの補助取付孔１３に挿通させた取付具を建物の壁面に締結
や打設等することによって、第２対向側部１１ｂを建物に対して固定する。
【００５０】
　次に、図１に示す連装された２つのシャッター１のうち、左側のシャッター１のシャッ
ター収納部１０における第１対向側部１１ａを建物に対して取り付ける場合には、図１（
ａ）に示すように、まず、第１対向側部１１ａを建物に対して当接させた状態で、この第
１対向側部１１ａの内面に屈曲抑制部５０の支持部６０が当接するように、当該屈曲抑制
部５０を配置する。次いで、第１対向側部１１ａに当接された屈曲抑制部５０の第２取付
孔６１ａと第１対向側部１１ａの第１取付孔１２とに挿通させた取付具を建物の壁面に締
結や打設等することによって、第１対向側部１１ａ及び屈曲抑制部５０を建物に対して固
定すると共に、第１対向側部１１ａの補助取付孔１３に挿通させた取付具を建物の壁面に
締結や打設等することによって、第１対向側部１１ａを建物に対して固定する。また、こ
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のシャッター収納部１０に収容されたシャッターカーテン２０の屈曲を効果的に抑制でき
るように、実施の形態においては、図１（ａ）に示すように、左側のシャッター１のシャ
ッター収納部１０の右側にも屈曲抑制部５０を設けている。ここで、この屈曲抑制部５０
の取り付けについては、具体的には、上記右側のシャッター１のシャッター収納部１０の
左側に配置した第１対向側部１１ａの各部のうち、鉛直方向及び前後方向に沿うように屋
内側から屋外側に立ち上げられている板状部に対して、左側のシャッター１のシャッター
収納部１０の右側に配置する屈曲抑制部５０における右側の当接部７０ａを当接させて溶
接固定する。
【００５１】
（シャッターの機能）
　続いて、このように構成されたシャッター１の機能について説明する。図５は、図２に
対応する断面図であって、シャッターカーテン２０が屈曲している状態を示す断面図であ
る。なお、ここでは、図１に示す連装された２つのシャッター１のうち、右側のシャッタ
ー１の機能について説明するが、左側のシャッター１の機能についても、当該右側のシャ
ッター１と同様の機能を有するものとする。
【００５２】
　まず、図５に示すように、シャッターカーテン２０によって開口部２を全閉した状態と
した際に、当該シャッターカーテン２０に対して上方に向けて外力が加えられると、当該
シャッターカーテン２０がシャッター収納部１０の内部で屈曲する（具体的には、シャッ
ターカーテン２０が斜め上後方に向けて屈曲する）。
【００５３】
　次に、このシャッターカーテン２０が所定量以上屈曲すると、当該シャッターカーテン
２０が第１対向側部１１ａに取り付けられた屈曲抑制部５０の当接部７０ａ、及び第２対
向側部１１ｂに取り付けられた屈曲抑制部５０の当接部７０ｂと当接する。この場合にお
いて、これら当接部７０ａ、７０ｂとシャッターカーテン２０とが当接されているので、
シャッターカーテン２０が斜め上後方に向けて屈曲しようとしても、当該シャッターカー
テン２０の屈曲が抑制される。よって、上記シャッターカーテン２０の屈曲に伴って開口
部２が開放されることを防止できるため、建物の内部に人が侵入することを防止すること
が可能となる。
【００５４】
（実施の形態の効果）
　このように実施の形態によれば、屈曲抑制部５０は、外力が加えられることによってシ
ャッターカーテン２０が所定量以上屈曲した場合に、シャッターカーテン２０と当接する
当接部７０ａ、７０ｂと、当接部７０ａ、７０ｂを支持するための支持部６０とを備えて
いるので、シャッターカーテン２０によって開口部２を全閉した状態（又は、開口部２が
、人が侵入することができない程度にわずかに開放されている状態）とした際に、当該シ
ャッターカーテン２０に対して上方に向けて外力が加えられても、当接部７０ａ、７０ｂ
のいずれか一方によって、シャッターカーテン２０が所定量以上屈曲することを抑制でき
ることから、このシャッターカーテン２０の屈曲に伴って開口部２が開放されることを防
止することができる。よって、従来技術に比べて、建物の内部に人が侵入する可能性を一
層低減することができるため、シャッター１の防犯性能を向上させることが可能となる。
また、シャッター収納部１０の対向側部１１には、当該対向側部１１を建物に対して取り
付けるための取付具を挿通させる第１取付孔１２を形成し、屈曲抑制部５０の支持部６０
には、当該屈曲抑制部５０を取付具を介して対向側部１１に対して取り付けるために、取
付具を挿通させる第２取付孔６１ａ、６１ｂを、当該支持部６０を対向側部１１の内面に
当接配置した状態において当該対向側部１１の第１取付孔１２に対応する位置に形成して
いるので、屈曲抑制部５０が対向側部１１に取り付けられる場合に、支持部６０に形成さ
れた第２取付孔６１ａ、６１ｂによって屈曲抑制部５０の位置決めを容易に行うことがで
きると共に、シャッター収納部１０と屈曲抑制部５０の取付を共通の作業で同時に行うこ
とができるので、屈曲抑制部５０の設置作業性を向上させることが可能になる。
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【００５５】
　また、第２取付孔６１ａと第１対向側部１１ａの第１取付孔１２とに取付具を挿通させ
た状態で、屈曲抑制部５０を第１対向側部１１ａに固定した場合には、他方の当接部７０
ａをシャッターカーテン２０に当接可能とし、第２取付孔６１ｂと第２対向側部１１ｂの
第１取付孔１２とに取付具を挿通させた状態で、屈曲抑制部５０を第２対向側部１１ｂに
固定した場合には、一方の当接部７０ｂをシャッターカーテン２０に当接可能としたので
、第１対向側部１１ａ又は第２対向側部１１ｂに形成された第１取付孔１２を介して屈曲
抑制部５０を当該第１対向側部１１ａ又は当該第２対向側部１１ｂに固定でき、且つ、屈
曲抑制部５０によってシャッターカーテン２０の屈曲を抑制できるため、屈曲抑制部５０
の汎用性を高めることが可能となる。
【００５６】
　また、相互に形状が異なる複数のシャッター収納部１０のいずれに対しても、対向側部
１１の内面に支持部６０を当接配置した状態において当該対向側部１１の第１取付孔１２
に対応する位置に配置されるように、第２取付孔６１ａ、６１ｂを形成したので、相互に
形状が異なる複数のシャッター収納部１０の対向側部１１に形成された第１取付孔１２を
介して屈曲抑制部５０を当該対向側部１１に固定でき、且つ屈曲抑制部５０によってシャ
ッターカーテン２０の屈曲を抑制できるため、屈曲抑制部５０の汎用性を一層高めること
が可能となる。
【００５７】
　また、屈曲抑制部５０の当接部７０ａ、７０ｂを、ガイドレール１５よりもシャッター
カーテン２０の中央側に配置したので、シャッターカーテン２０が何らかの原因により揺
動や片寄り等した場合であってもこのシャッターカーテン２０に対して当接部７０ａ、７
０ｂを確実に当接させることができるため、シャッターカーテン２０の屈曲を一層確実に
抑制することが可能となる。
【００５８】
　また、屈曲抑制部５０の当接部７０ａ、７０ｂの側面のうち、シャッターカーテン２０
に対向する側面の全体を、シャッター収納部１０の内部に巻装状態で収容されたシャッタ
ーカーテン２０のうち、当該当接部７０ａ、７０ｂに近接する部分の外縁接線に略沿った
傾斜面７１として形成したので、当接部７０ａ、７０ｂがシャッターカーテン２０と当接
することを確実に回避できるため、シャッターカーテン２０の動作の安定性を維持するこ
とが可能となる。
【００５９】
〔III〕実施の形態に対する変形例
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明の具体的な構成及び手段は、特
許請求の範囲に記載した各発明の技術的思想の範囲内において、任意に改変及び改良する
ことができる。以下、このような変形例について説明する。
【００６０】
（解決しようとする課題や発明の効果について）
　まず、発明が解決しようとする課題や発明の効果は、前記した内容に限定されるもので
はなく、本発明によって、前記に記載されていない課題を解決したり、前記に記載されて
いない効果を奏することもでき、また、記載されている課題の一部のみを解決したり、記
載されている効果の一部のみを奏することがある。例えば、本発明に係るシャッターカー
テン２０の開放防止構造の防犯性能が従来と同程度であっても、従来と異なる構造により
従来と同程度の防犯性能となっている場合には、本願の課題は解決している。
【００６１】
（シャッターについて）
　上記実施の形態では、左右方向に沿って連装された２つのシャッター１が設けられてい
ると説明したが、これに限られない。例えば、１つのシャッター１のみが設けられてもよ
い。この場合において、屈曲抑制部５０の取付方法については、上述したように、図１に
示す連装された２つのシャッター１のうち、右側のシャッター１のシャッター収納部１０
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における第１対向側部１１ａと第２対向側部１１ｂとを建物に対して取り付ける場合の屈
曲抑制部５０の取付方法と略同一の方法が採用される。
【００６２】
（対向側部について）
　上記実施の形態では、第１対向側部１１ａ及び第２対向側部１１ｂの各々に、補助取付
孔１３が設けられていると説明したが、これに限られず、例えば、補助取付孔１３を省略
してもよい。
【００６３】
　また、上記実施の形態では、シャッター収納部１０の対向側部１１が、当該シャッター
収納部１０に収容されている構成要素（例えば、開閉機３０等）の一部を略覆うことが可
能な第１対向側部１１ａ及び第２対向側部１１ｂとを備えていると説明したが、これに限
られず、例えば、上記構成要素の全体を覆うことが可能な１つの対向側部１１を備えても
よい。この場合において、この対向側部１１には、一対の第１取付孔１２が、当該対向側
部１１の左右方向の中心軸に対して相互に左右対称に形成されると共に、一対の補助取付
孔１３が、当該対向側部１１の左右方向の中心軸に対して相互に左右対称に形成される。
【００６４】
（屈曲抑制部について）
　上記実施の形態では、屈曲抑制部５０を第１対向側部１１ａ又は第２対向側部１１ｂの
いずれにも取り付けることができるように、当該屈曲抑制部５０は、支持部６０と、当接
部７０ａ、７０ｂとを備え、支持部６０には、第２取付孔６１ａ、６１ｂ、配線孔６２、
及び補助取付孔６３ａ、６３ｂが形成されると説明したが、これに限られない。図６は、
屈曲抑制部５０の変形例を示す図であり、（ａ）は正面図、（ｂ）は側面図である。例え
ば、図６（ａ）、図６（ｂ）に示すように、屈曲抑制部５０が第１対向側部１１ａのみに
取り付けることができるように、当該屈曲抑制部５０は、支持部６０と、当接部７０ａと
を備え、支持部６０には、第２取付孔６１ａ、配線孔６２、及び補助取付孔６３ａが形成
されてもよい。あるいは、屈曲抑制部５０が第２対向側部１１ｂのみに取り付けることが
できるように、当該屈曲抑制部５０は、支持部６０と、当接部７０ｂとを備え、支持部６
０には、第２取付孔６１ｂ、配線孔６２、及び補助取付孔６３ｂが形成されてもよい。
【００６５】
　また、上記実施の形態では、支持部６０には、第２取付孔６１ａ、６１ｂ、配線孔６２
、及び補助取付孔６３ａ、６３ｂが形成されていると説明したが、これに限られず、例え
ば、配線孔６２、及び補助取付孔６３ａ、６３ｂを省略してもよい。
【００６６】
　また、上記実施の形態では、当接部７０ａ、７０ｂが台形状に形成されていると説明し
たが、これに限られず、例えば、矩形状や円形状であってもよい。また、上記実施の形態
では、当接部７０ａ、７０ｂが、巻き取り軸４０の中心位置からガイド部１６の上端位置
までのいずれかの位置に配置されていると説明したが、これに限られず、例えば、当接部
７０ａ、７０ｂが、巻き取り軸４０の中心位置よりも上方に配置されてもよい。
【００６７】
（支持部及び当接部の形状について）
　上記実施の形態では、支持部６０及び当接部７０ａ、７０ｂは、板状体にて形成されて
いると説明したが、これに限られず、例えば、ブロック状体にて形成されてもよい。この
場合において、屈曲抑制部５０の形成方法については任意であるが、例えば、支持部６０
及び当接部７０ａ、７０ｂをそれぞれ別体に形成し、支持部６０に第２取付孔６１ａ、６
１ｂと、配線孔６２、及び補助取付孔６３ａ、６３ｂとを打ち抜き形成した後、この支持
部６０及び当接部７０ａ、７０ｂを溶接又は固定具等によって接続する方法が採用されて
もよい。
【００６８】
（第２取付孔の配置について）
　上記実施の形態では、第１対向側部１１ａの第１取付孔１２及び第２対向側部１１ｂの
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第１取付孔１２が、シャッター収納部１０の左右方向の中心軸に対して相互に左右対称と
なるように配置されている場合に、第２取付孔６１ａ、６１ｂが支持部６０の左右方向の
中心軸を中心として相互に左右対称に配置されていると説明したが、これに限れない。例
えば、第１対向側部１１ａの第１取付孔１２及び第２対向側部１１ｂの第１取付孔１２が
、シャッター収納部１０の上下方向の中心軸に対して相互に上下対称となるように配置さ
れた場合には、第２取付孔６１ａ、６１ｂは、支持部６０の上下方向の中心軸を中心とし
て相互に上下対称に配置される。また、これと同様に、シャッター収納部１０の左右方向
（又は上下方向）の中心軸に対して相互に非対称となるように配置されたり、又はシャッ
ター収納部１０の中心に対して点対称となるように配置されている場合には、第２取付孔
６１ａ、６１ｂは、支持部６０の左右方向（又は上下方向）の中心軸に対して相互に非対
称となるように配置されたり、又は支持部６０の中心に対して点対称となるように配置さ
れる。
【００６９】
（付記）
　付記１のシャッターカーテンの開放防止構造は、建物の開口部の近傍に設けられたシャ
ッター収納部の内部に巻装状態で収容されるシャッターカーテンであり、前記シャッター
収納部から巻き出されて前記開口部を閉鎖するためのシャッターカーテンに対して、前記
開口部から前記シャッター収納部に向かう方向に向けて外力が加えられた場合に、当該シ
ャッターカーテンが前記シャッター収納部の内部で屈曲することを抑制することにより、
当該屈曲に伴って前記開口部が開放されることを防止するための開放防止構造であって、
前記シャッター収納部の側部のうち、前記建物と対向する側部である対向側部の内面には
、前記シャッターカーテンの屈曲を抑制するための屈曲抑制手段を設け、前記屈曲抑制手
段は、前記外力が加えられることによって前記シャッターカーテンが所定量以上屈曲した
場合に、前記シャッターカーテンと当接する当接部と、前記当接部を支持するための支持
部とを備え、前記シャッター収納部の前記対向側部には、当該対向側部を前記建物に対し
て取り付けるための取付具を挿通させる第１取付孔を形成し、前記屈曲抑制手段の前記支
持部には、前記屈曲抑制手段を前記取付具を介して前記対向側部に対して取り付けるため
に、前記取付具を挿通させる第２取付孔を、当該支持部を前記対向側部の内面に当接配置
した状態において当該対向側部の前記第１取付孔に対応する位置に形成している。
【００７０】
　また、付記２のシャッターカーテンの開放防止構造は、付記１に記載のシャッターカー
テンの開放防止構造において、前記シャッター収納部の前記対向側部は、第１対向側部と
、前記第１対向側部と異なる位置に配置された第２対向側部と、を備え、前記第１対向側
部及び前記第２対向側部の各々には、前記第１取付孔を形成し、前記屈曲抑制手段の前記
支持部には、一対の前記当接部と一対の前記第２取付孔とを形成し、前記一対の第２取付
孔のうちの一方の第２取付孔と前記第１対向側部の前記第１取付孔とに前記取付具を挿通
させた状態で、前記屈曲抑制手段を前記第１対向側部に固定した場合には、前記一対の前
記当接部のうちの他方の当接部を前記シャッターカーテンに当接可能とし、前記一対の第
２取付孔のうちの他方の第２取付孔と前記第２対向側部の前記第１取付孔とに前記取付具
を挿通させた状態で、前記屈曲抑制手段を前記第２対向側部に固定した場合には、前記一
対の前記当接部のうちの一方の当接部を前記シャッターカーテンに当接可能としている。
【００７１】
　また、付記３のシャッターカーテンの開放防止構造は、付記１又は２に記載のシャッタ
ーカーテンの開放防止構造において、相互に形状が異なる複数の前記シャッター収納部の
いずれに対しても、前記対向側部の内面に前記支持部を当接配置した状態において当該対
向側部の前記第１取付孔に対応する位置に配置されるように、前記第２取付孔を形成して
いる。
【００７２】
　また、付記４のシャッターカーテンの開放防止構造は、付記１から３のいずれか一項に
記載のシャッターカーテンの開放防止構造において、前記開口部には、前記シャッターカ
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ーテンにおいて相互に対向する一対の端部の各々を案内するガイドレールを、当該開口部
における開閉方向に沿って設け、前記屈曲抑制手段の前記当接部を、前記ガイドレールよ
りも前記シャッターカーテンの中央側に配置している。
【００７３】
　また、付記５のシャッターカーテンの開放防止構造は、付記１から４のいずれか一項に
記載のシャッターカーテンの開放防止構造において、前記屈曲抑制手段の前記当接部の側
面のうち、前記シャッターカーテンに対向する側面の全体を、前記シャッター収納部の内
部に巻装状態で収容されたシャッターカーテンのうち、当該当接部に近接する部分の外縁
接線に略沿った傾斜面として形成している。
【００７４】
（付記の効果）
　付記１記載のシャッターカーテンの開放防止構造によれば、屈曲抑制手段は、外力が加
えられることによってシャッターカーテンが所定量以上屈曲した場合に、シャッターカー
テンと当接する当接部と、当接部を支持するための支持部とを備えているので、シャッタ
ーカーテンによって開口部を全閉した状態とした際に、シャッターカーテンに対して開口
部からシャッター収納部に向かう方向に向けて外力が加えられても、当接部によって、シ
ャッターカーテンが所定量以上屈曲することを抑制できることから、このシャッターカー
テンの屈曲に伴って開口部が開放されることを防止することができる。よって、従来技術
に比べて、建物の内部に人が侵入する可能性を一層低減することができるため、シャッタ
ーの防犯性能を向上させることが可能となる。また、シャッター収納部の対向側部には、
当該対向側部を建物に対して取り付けるための取付具を挿通させる第１取付孔を形成し、
屈曲抑制手段の支持部には、当該屈曲抑制手段を取付具を介して対向側部に対して取り付
けるために、取付具を挿通させる第２取付孔を、当該支持部を対向側部の内面に当接配置
した状態において当該対向側部の第１取付孔に対応する位置に形成しているので、屈曲抑
制手段が対向側部に取り付けられる場合に、支持部に形成された第２取付孔によって屈曲
抑制手段の位置決めを容易に行うことができると共に、シャッター収納部と屈曲抑制手段
の取付を共通の作業で同時に行うことができるので、屈曲抑制手段の設置作業性を向上さ
せることが可能になる。
【００７５】
　付記２記載のシャッターカーテンの開放防止構造によれば、一対の第２取付孔のうちの
一方の第２取付孔と第１対向側部の第１取付孔とに取付具を挿通させた状態で、屈曲抑制
手段を第１対向側部に固定した場合には、一対の当接部のうちの他方の当接部をシャッタ
ーカーテンに当接可能とし、一対の第２取付孔のうちの他方の第２取付孔と第２対向側部
の第１取付孔とに取付具を挿通させた状態で、屈曲抑制手段を第２対向側部に固定した場
合には、一対の当接部のうちの一方の当接部をシャッターカーテンに当接可能としたので
、第１対向側部又は第２対向側部に形成された第１取付孔を介して屈曲抑制手段を当該第
１対向側部又は当該第２対向側部に固定でき、且つ、屈曲抑制手段によってシャッターカ
ーテンの屈曲を抑制できるため、屈曲抑制手段の汎用性を高めることが可能となる。
【００７６】
　付記３記載のシャッターカーテンの開放防止構造によれば、相互に形状が異なる複数の
シャッター収納部のいずれに対しても、対向側部の内面に支持部を当接配置した状態にお
いて当該対向側部の第１取付孔に対応する位置に配置されるように、第２取付孔を形成し
たので、相互に形状が異なる複数のシャッター収納部の対向側部に形成された第１取付孔
を介して屈曲抑制手段を当該対向側部に固定でき、且つ屈曲抑制手段によってシャッター
カーテンの屈曲を抑制できるため、屈曲抑制手段の汎用性を一層高めることが可能となる
。
【００７７】
　付記４記載のシャッターカーテンの開放防止構造によれば、屈曲抑制手段の当接部を、
ガイドレールよりもシャッターカーテンの中央側に配置したので、シャッターカーテンが
何らかの原因により揺動や片寄り等した場合であってもこのシャッターカーテンに対して
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当接部を確実に当接させることができるため、シャッターカーテンの屈曲を一層確実に抑
制することが可能となる。
【００７８】
　付記５記載のシャッターカーテンの開放防止構造によれば、屈曲抑制手段の当接部の側
面のうち、シャッターカーテンに対向する側面の全体を、シャッター収納部の内部に巻装
状態で収容されたシャッターカーテンのうち、当該当接部に近接する部分の外縁接線に略
沿った傾斜面として形成したので、当接部がシャッターカーテンと当接することを確実に
回避できるため、シャッターカーテンの動作の安定性を維持することが可能となる。
【符号の説明】
【００７９】
　１　シャッター
　２　開口部
　３　配線
　１０　シャッター収納部
　１１　対向側部
　１１ａ　第１対向側部
　１１ｂ　第２対向側部
　１２　第１取付孔
　１３　補助取付孔
　１４　まぐさ
　１５　ガイドレール
　１６　ガイド部
　２０　シャッターカーテン
　２１　スラット
　２２　嵌合部
　２３　座板
　２４　吊り元
　３０　開閉機
　４０　巻き取り軸
　５０　屈曲抑制部
　６０　支持部
　６１ａ、６１ｂ　第２取付孔
　６２　配線孔
　６３ａ、６３ｂ　補助取付孔
　７０ａ、７０ｂ　当接部
　７１　傾斜面
　７２　下方の水平面
　７３　上方の水平面
　



(19) JP 6370661 B2 2018.8.8

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(20) JP 6370661 B2 2018.8.8

【図５】 【図６】



(21) JP 6370661 B2 2018.8.8

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００５－２６４５３０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１２００１３（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１２／０１３７５８５（ＵＳ，Ａ１）　　
              実開平５－４７２９５（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開昭５９－１６０７９５（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平１１－５０７６８（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許第５０７０９２５（ＵＳ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０６Ｂ　　　９／００－９／９２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

